
 
 
 
 
 
 
 
                            
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 平成２５年度肝炎対策関連予算      １８８億円（２３９億円） 
 平成２４年度肝炎対策関連補正予算     １３億円                                            

１ 肝炎治療促進のための環境整備 

２ 肝炎ウイルス検査の促進 

３ 健康管理の推進と安全・安心の肝炎治療の 
 推進、肝硬変・肝がん患者への対応 

４ 国民に対する正しい知識の普及 

５ 研究の推進 

１００億円（１３７億円） 

２９億円（４１億円） 

○ 肝炎治療に係る医療費助成の継続実施 
 ・ インターフェロン治療又は核酸アナログ製剤治療を必要とするＢ型及びＣ型肝炎患者が  
  その治療を受けられるよう、引き続き医療費を助成する。 
 

 
○ 保健所における肝炎ウイルス検査の受診勧奨と検査体制の整備 
 
 ・ 検査未受検者の解消を図るため、利便性に配慮した検査体制を整備する。 
 
   ※ 引き続き緊急肝炎ウイルス検査事業を実施。 
 
 
 ・ 出張型の検査を行うことにより、個別の受検機会を提供する。  
 
 
○ 市町村等における肝炎ウイルス検査等の実施 
 
 ・ ４０歳以上の５歳刻みの方を対象とした肝炎ウイルス検診の個別勧奨を実施。 

７億円（１０億円） 

      
○ 診療体制の整備の拡充 
  
 ・ 都道府県において、中核医療施設として「肝疾患診療連携拠点病院」を整備し、患者、 
 
  キャリア等からの相談等に対応する体制(相談センター)を整備するとともに､国が設置した 
   
  「肝炎情報センター」において、これら拠点病院を支援する。 
 
 
○ 就労に関する相談支援体制の強化（新規） 
 
 ・ 肝疾患診療連携拠点病院の肝疾患相談センター等において産業カウンセラー、社会保険 
 
  労務士などを配置し、就労に関する問題に対し、適切な情報提供や相談支援を行う。 

２億円（２億円） 

 
○ 肝炎総合対策推進国民運動による普及啓発の推進（新規） 
  
 ・ 多様な媒体を使用しての普及啓発や民間企業との連携を通じて、肝炎総合対策を国民運 
 
  動として展開する。 

５０億円（４９億円） 

○ 肝炎等克服緊急対策研究事業（一部新規） 【厚生科学課計上】 

 ・ Ｃ型肝炎ウイルス等の持続感染機構の解明や肝硬変における病態の進展予防及び新規治 
  療法の開発等を行う、肝炎に関する基礎、臨床、疫学研究等を推進する。 
 

○ 難病・がん等の疾患分野の医療の実用化研究事業(肝炎関係研究分野）【厚生科学課計上】 

 ・ 肝炎感染予防ガイドラインの策定等、肝炎総合対策を推進するための基盤に資する行政 
  的研究等を実施する。 
 

○ Ｂ型肝炎創薬実用化等研究事業（一部新規） 【厚生科学課計上】 

 ・ 大規模スクリーニング等の創薬研究や臨床研究等、Ｂ型肝炎の新規治療薬等の開発等に 
   資する研究を推進する。 
 

（参考）【平成２４年度補正予算】             １３億円 
○肝炎研究推進のための臨床研究基盤体制の整備           
  ・ 日本の肝炎研究の推進を図る一環として、肝炎研究の中核施設である国立国際医療研究   
  センターの肝炎・免疫研究センターに研究機器を配備する。 
        


